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岐阜県藤橋村―兵庫県上郡町での地下構造探査の結果は以下の通り。 
１)構造は比較的単純。２)堆積層の下に Vp=5.5 km/s、厚さ約 2.5 km の層。３)反射波の少ない上部地殻(厚さ

約 20 km)と反射的である下部地殻(厚さ約 16 km)。４)地殻の厚さは約 38 km。５)Vp は堆積層で 2.85-4.70 km/s、
5.5 km/s 層で 5.30-5.75 km/s、上部地殻で 5.85-6.30 km/s、下部地殻で 6.62-6.90 km/s、上部マントルで約 7.90 
km/s。６)Vp/Vs は堆積層で 1.70-1.79、5.5 km/s 層で 1.71-1.80、上部地殻で 1.69-1.74。 
 
 
はじめに：岐阜県藤橋村から兵庫県上郡町にわたり、爆破地震動研究グループによる人工地震探査が行われた。

この探査以前の西日本での地殻構造探査では観測点数も少なく、詳しい構造は分かっていなかったが、1）地殻浅
部の構造は単純である、2）上部地殻と下部地殻の区別可能である、3）地殻の厚さは 30～40 km である、4）上部
マントルのP波速度は8 km/sより遅いが東北地方のように極端に遅くはない、などが知られていた（Yoshii et al., 
1974）。著者は 2000 年の合同大会において同測線下のＰ波速度構造、Ｓ波速度構造、Vp/Vs を発表した（Otsuka et 
al., 2000）。２次元速度構造を走時データから波線追跡法（Zelt and Smith, 1992）により求めた。今回は比較的
近くで行われた２本の測線、花房―倉吉測線（例えば、Yoshii et al,1974）、京北―西淡測線（大村、1998）の結
果を参考に、堆積層の下に存在するとされるＰ波速度が約 5.5 km/s の層に着目し、再解析を行いモデルの改良に
成功した。この地域では全てのレコードセクション共通に多くの反射波が見られ、解析により下部地殻が非常に
reflective であることが分かっている（Otsuka et al., 2000）。 
結果：測線下の地殻構造は大陸的であり次のような特徴を持つ。１）地殻の構造は比較的単純であり、薄い堆

積層を除いて 3層に分けられる。２）堆積層の下にはこの地域特有のＰ波速度 5.5 km/s、厚さ約 2.5 km の層（以
後 5.5 km/s 層と呼ぶ）がある。３）反射波の少ない上部地殻（厚さ約 20 km）と非常に reflective である下部地
殻（厚さ約 16 km）に分かれる。４）地殻の厚さは約 38 km である。５）Ｐ波速度は堆積層で 2.85-4.70 km/s、5.5 
km/s 層で 5.30-5.75 km/s、上部地殻で 5.85-6.30 km/s、下部地殻で 6.62-6.90 km/s、上部マントルで約 7.90 km/s
である。６）Vp/Vs は堆積層で 1.70-1.79、5.5 km/s 層で 1.71-1.80、上部地殻で 1.69-1.74 である。 
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